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研究成果の概要（和文）：書記言語によるに関しては、二次観察という理論的枠組みでその意義を捉え直し、二次観察
による自らの実践の「客観化」が促進される過程を実証的に示し、さらに「客観性」に関する根源的な問い直しも行っ
た。
自国語（日本語）と目標言語（英語）での差に関しては、それぞれに込められた機能と認識の差異を実証的に解明し、
英語が実践との感情的距離を保つために使われたり、英語教師にとってもコミュニケーションの実質的手段としてはみ
なされていなかったりするといった興味深い結果が得られた。また、同僚の方言混じりの日本語を国際学会発表のため
に英語に翻訳する過程で、日英語を問わないことばの学びが深まったといった事例も報告した。

研究成果の概要（英文）：We used 'second-order observation'(Niklas Luhmann) as a new theoretical framework 
for understanding narrative description in written language, gained empirical data of such observation, 
and proposed a revised conceptualization of 'objectivity' in writing about one's own practice.
We also explored the issue of the use of either the first or second language, and found that the second 
language can be used to establish an appropriate 'emotional distance' toward conflicts in practice, and 
that the second language is not yet regarded as a substantial means of communication. We also found that 
meta-linguistic awareness promoted deeper insights into language when a practitioner had to translate 
between the two languages.

研究分野： 英語教育
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１．研究開始当初の背景 
教師ナラティブ研究は TESOL Q が

2011 年(Vol. 45, No. 3) において特集
号をくむなど、国外では今まさに隆盛
であるが、国内ではそれほどの充実を
見るには至っていなかった。教師ナラ
ティブは教師の質向上のための重要
な実践であるが、その研究がまだ我が
国で十分に発展していないことは、日
本の英語教育研究にとっての大きな
欠損であると考えた。 
 
 
２．研究の目的 
英語教師がリフレクションとナラ

ティブによって自己成長を遂げるこ
との効果は理論的にも実証的にも認
められてきている。しかし、「ナラテ
ィブ」については、(1)音声言語か書
記言語か、(2)日本語か英語か、で行
われることによる差異が生じると考
えられるものの、その差異についての
検討は不十分である。したがって本研
究は、(1)英語教師実践ナラティブを
書記言語による記述に絞って検討し
て、書記言語の効果を集中的に理論
的・実証的に解明し、かつ(2)英語教
師の自国語である日本語と、英語教師
の目標言語である英語で記述した場
合の差異も理論的・実証的に明らかに
することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
一年目は日本語での実践記述者と

英語での実践記述者それぞれ一名ず
つを主対象として対照的に調査を進
め、二年目はさらに日本語実践記述者
と英語実践記述者それぞれ一名ずつ
を加えてさらに多角的に調査を進め
た。研究協力者へのインタビュー（ラ
イフストーリーの聞き出しも含む）と
学校現場でのエスノグラフィックな
観察を基本とし、研究者と研究協力者
（複数）によるフォーカス・グループ
形式でのインタビューも行った。一方、
口頭言語・書記言語、自国語・目標言
語・翻訳についての理論的基礎研究も
継続して行い、データの分析に利用し
た。 
 
 
４．研究成果 
(1) 書記言語によるナラティブ記述
に関しては、二次観察 (second-order 
observation)という理論的枠組みでそ
の意義を捉え直し、その二次観察によ
る自らの実践の「客観化」が促進され
る過程を実証的に示し、さらに「客観
性」に関する根源的な問い直しも行っ

た。 
(2)の自国語（日本語）と目標言語（英
語）のナラティブ記述での差に関して
は、それぞれに込められた機能と認識
の差異を実証的に解明し、英語が実践
との感情的距離を保つために使われ
たり、英語教師にとってもコミュニケ
ーションの実質的手段としてはみな
されていなかったりするといった興
味深い結果が得られた。また、同僚の
方言混じりの日本語を国際学会発表
のために英語に翻訳する過程で、日英
語を問わないことばの学びが深まっ
たといった事例も報告した。 
それぞれ詳しくは、下記の発表論文等
を参照されたい。 
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